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術 (PVP)施行例に関して検討した.【対 象】 2015年4
月から2016年9月までに当院で施行したPVP35例.【結

































澤田 達宏，馬場 恭子，中山 紘史
宮尾 武士，大木 亮，宮澤 慶行
藤塚 雄司，周東 孝浩，関根 芳岳
野村 昌史，小池 秀和，松井 博
伊藤 一人，鈴木 和浩
（群馬大院・医・泌尿器科学）
タダラフィルは平滑筋細胞においてPDE5を阻害する
ことにより,NOを介して局所のcGMPの分解を阻害し平
滑筋を弛緩させる効果がある.これを利用しこれまでこれ
までED治療薬 (シアリス?)及び肺高血圧治療薬 (アドシ
ルカ?)として使用されてきた.2014年からは前立腺肥大
症による排尿困難に対しても保険収載された.2014年に
Kumarらは244人の尿管結石患者に対し,排石促進薬とし
てタムスロシンとタダラフィルを投与する検討を行い,排
石率の上昇,排石期間の短縮を報告している.尿管におい
ても尿管平滑筋の弛緩を促し,尿管結石排石を促進する事
が期待される.
当院では倫理審査委員会の承認を得,2016年5月より医
師主導臨床試験として長径8 mm以下の尿管結石患者に対
するタダラフィルの臨床効果の検討として臨床試験を開始
した.試験開始から6ヶ月が経過した現在の状況につきこ
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れまでの結果も交え,報告する.
?特別講演>
座長：鈴木 和浩（群馬大院・医・泌尿器科学）
超高齢化社会における泌尿器科医のミッション
―革新的医療技術から倫理まで―
那須 保友（岡山大学大学院医歯薬学総合
研究科泌尿器病態学教授）
超高齢化社会の到来を迎え泌尿器科は「人生80年時代の
シニアライフ (カップルライフ)のQOL(生活の質)をサ
ポートする人に優しい総合診療科」へと変化しつつありま
す.健康寿命の延伸をは国家レベルで取り組むべき課題で
あり,泌尿器科もその重要な一翼を担うべき診療科であり
ます.
政府は健康・医療分野を成長戦略産業として位置付け,
医療関連産業を活性化させることで,日本国経済の成長に
寄与するだけでなく,国民に世界最先端の医療技術やサー
ビスを提供することを掲げています.
健康・医療戦略推進法及び日本医療研究開発機構法 (い
わゆる日本版NIH)が成立し,大学や公的研究機関等で生
み出された優れた基礎研究の成果を医薬品・医療器械とし
ての実用化につなげるためのオールジャパンの支援体制が
昨年4月に構築されたことは画期的なことであります.新
たな体制の下,産学が一丸となりイノベーションを起こす
べく確実な成果を見える形で創出することはもう待ったな
しの状況であると痛感しています.泌尿器科領域の研究に
おいても学会としてまた個々の研究者のマインドとしてこ
のような国策に沿った取り組みが求められることは言うま
でもありませんし,すでにいくつかの取り組みは進行中で
あります.
本講演では関連した制度の紹介や具体的な取り組みを紹
介しつつ国の施策とそれに基づいた泌尿器科学会ならびに
大学臨床系講座の取り組みの方向性について述べたいと思
います.また,みなさんの日常臨床に今後影響を及ぼすで
あろう,倫理を含めた国の施策についても併せて紹介させ
ていただきます.
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